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研究要旨 109 人の健診データを用い、頚椎 OPLL の縦断的変化について検討し

た。観察期間は最低 5 年であり、平均で 80 か月であった。期間中に OPLL の進展

がみられたのは 18 人（20％）であり、それ以外に 2 名が手術治療を受けていた。

多変量解析による骨化進展のリスク因子としては、若年、連続型・混合型、多椎

体病変、初回の尿酸高値であった。特に、尿酸値と骨化症の進展については初め

ての報告であり、骨化と代謝疾患の関係性を示唆するものであった。 
 
Ａ．研究目的 
頚椎 OPLL における骨化予測因子を健診

データを用いて調べること 
 

Ｂ．研究方法 
当院人間ドックにおける健診データを用

いて頚椎 OPLL 進展のリスク因子を調べた。

2585 名の全身 CT（がんスクリーニング用）、

採血結果、骨密度、頚動脈エコーなどを検討

した。 最低 5 年の間隔を空けて 2 度目の健

診をしている受診者を対象とし、骨化進展

のリスクについて調べた。 
 
（倫理面での配慮） 

当院研究室内でデータ解析を行った。 
 
Ｃ．研究結果 

109 名が平均 80 か月の間隔をあけて 2 度

以上の健診を受けていた。期間中に骨化進

展が見られたのは 20 名（18％）であった。

それ以外に、2 名が脊髄症を発症して手術治

療を受けていた（詳細は不明）。多変量解析

による骨化進展のリスク因子としては、若

年、連続型・混合型、多椎体病変、初回の尿

酸高値であった。 
 
Ｄ．考察 

OPLLの危険因子として男性、BMI高値、

糖尿病の存在、頚動脈プラークの存在が知

られている。一方で、骨化進展については大

規模なものが少なく、不明な点が多い。今回

は 109 例、5 年以上の間隔という点で最大

規模の研究であり、過去に報告されたリス

ク因子に加え、高尿酸血症の関与が初めて

同定された。一方で、本研究における病巣は

小さいものが多く（平均占拠率 30％）、脊髄

症を発症するような大きな骨化巣において

当てはまるかは不明であり、さらなる検討

を要する。 
 
Ｅ．結論 
若年、連続型・混合型、多椎体病変、高尿

酸血症が頚椎OPLLにおける骨化進展の危
険因子であった。 
 
Ｆ．健康危険情報 
  総括研究報告書にまとめて記載 
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